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1対象
　

年次 前期開講期 必区分 30時間数 2単位

前田大輔担当教員 実務
経験

放送業務職種

(1)授業初めに自己分析シートを書かせ長所、短所など自分を見つめ、知る。
(2)毎回テーマを決め、テーマに沿ってPPTやプリントを使って授業を展開する。
(3)ジャンルを問わず知っておいた方が良い映像を鑑賞する。

授業概要

自分の適性や興味・関心と結びつけて理解する。また映像制作の基礎を学ぶことにより、業界人マナーや
業界常識を身につけ、将来のビジョンを具体化し、社会にでてから活動するために必要な能力を習得、ま
た何を学んでいくことが重要かを認識させ、2年次に進級する際に将来の展望を明確にすることを目標とす
る。

到達目標

一般教養をおりまぜながらグループワーク・個人ワークと講義を行い展開する。特にプレゼン能力を養う
ために【発表】の場を設け時には生徒同士で評価し意見を出し合うデスカッションも行う。また現在、制
作・技術が現場で使用している資料の提示、場合によっては作成なども行い映像制作するうえでの一連の
流れを理解する。

授業方法

学期末に試験を行います。成績は試験結果と出席率の総合評価。積極的な授業参加度、授業態度によって
評価する。

成績評価方法

この授業ではキャリア形成の観点から、授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。遅刻や欠席は
認めない。授業に出席するだけでなく、社会への移行を前提とした受講マナーで授業に参加することを求
める。ただし、授業時数の4分の3以上出席しない者は定期試験を受験することができない。

履修上の注意

資料を配布する。参考書・参考資料等は、授業中に指示する。

教科書教材

有

講義種別

回数 授業計画

第１回

仕事に際しての心構え

第２回

～第3回業界用語を知る

第３回

～第5回グループディスカッション
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第６回

～第7回業界会社を知る

第８回

～第9回就職活動の流れ

第１０回

～第11回履歴書の書き方

第１２回

面接、面談の仕方

第１３回

メール封筒の書き方、電話の掛け方

第１４回

～第15回試験対策


